2011道本部組織労働局発第134号

2010年12月24日

各　地方本部執行委員長　　　　様
各　単組・総支部執行委員長　　様

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　自治労北海道本部

執行委員長　山上　潔
（　組　織　部　）

アミカス嘱託職員ユニオン組合員３名の特別選考試験不合格に対する福岡市市民局長への「抗議及び要請」ファックス又は郵送行動について（緊急要請）
連日のご健闘に対して心から敬意を表します。

さて、アミカス嘱託職員の更新回数制限撤廃のたたかいは、全国の自治労の単組の団体署名等の支援を得て、取り組みが進められてきたところですが、非公募による特別選考試験のもとで12月10日８人中、３人が不合格となったことが明らかになりました。
この結果に対して、福岡県本部とアミカス嘱託職員ユニオンは、別紙3のとおり、基本見解と要求を確認し、福岡県本部から緊急の「抗議及び要請」行動の取り組み要請を受けました。
つきましては、北海道本部としても、下記のとおり「抗議及び要請」ファックス又は郵送行動を取り組むことといたしますので、年末・年始を挟む行動となりますが、各地方本部・単組、総支部等のご協力、ご支援をよろしくお願いいたします。
※道本部ホームページ（単組・組合員用専用）に掲載します。データをご活用ください。

記

１．抗議及び要請書
別紙1 の様式を、下記２の送付先へＦＡＸまたは郵送してください。
２．送付先　

●ＦＡＸの場合　　０９２－７３３－５５９５
※ただし、ＦＡＸを使用の場合は取扱いに十分ご留意願います。
●郵送の場合　　〒810- 8620　福岡市中央区天神1丁目8番1号　　
福岡市役所　市民局長　阿部　亨　様
３．取組期間　　2010年12月27日（月）～2011年1月11日（火）
４．取組報告期日
別紙2の取組報告書に記入し、道本部組織部までＦＡＸ願います。

　締め切り　2011年1月13日（木）必着
５．その他

・福岡県本部からの協力要請　別紙3参照
・基本組合のみならず、支部・分会、評議会等の補助機関等による団体署名にもご協力をお願いします。
　不明な点は、道本部組織部（松岡・伊藤・高山）までお問い合わせください。

以　上

別紙１
２０　　年　　月　　日
福岡市市民局
　局長　　阿　部　　　亨　様
組合(団体)名
代表者氏名                            
抗 議 及 び 要 請
　貴職は去る12月10日付で、2010年度末で更新回数４回を満了するアミカス嘱託員を対象とする「特別選考試験」（11月30日、12月５日実施）の合否結果を受験者へ通知した。その結果は受験した組合員８名中３名を不合格としたものであった。
　この合否結果は以下の点で不当であり、納得のいかないものであり抗議する。
①　長くアミカスで働き、これからも働き続けたいと特別選考試験に臨んだ嘱託職員８名中、３名を不合格とし雇い止めを行うことは、雇用情勢の厳しい中、３名の新たな失業者として社会に放り出すという非人道的な行為である。
②　更に、確認書の「これまで福岡市男女共同参画推進センターにおける経験や勤務実績を踏まえ」という文言や、この間の団体交渉の場で「選考は排除を目的としたものではない」などの局長答弁に反した、不誠実かつだまし打ち的行為である。
③　加えて、不合格者３名のうち２名が長く執行委員長を務めた現書記長と執行委員であることから、労働組合を忌避した、労働組合潰しの不当なものである。
　同時に貴職に対して、アミカス嘱託職員ユニオンが2010年12月15日付で申し入れたこの問題に関する団体交渉を設定するとともに、団体交渉の場で以下の点を明らかにするよう求める。
①　今回の選考の合否に関わる選考基準、及び選考過程を組合に対して、すべて明らかにすること。
②　不合格通知者３名に対し、誠意を持って次年度のアミカスにおける嘱託員の職の斡旋を行うこと。
③　アミカスの嘱託員の一般公募については、以上２点を明確に回答し、組合の合意無しに行わないこと。
以　上
別紙２
道本部・組織部（松岡・伊藤・高山）宛て　　　2011年１月１３日（木）必着
ＦＡＸ　０１１-７００-２０５３

アミカス嘱託職員ユニオン組合員３名の特別選考試験不合格に対する福岡市市民局長への「抗議及び要請」ファックス又は郵送行動　報告書

単組・総支部名：　　　　　　　　　 　　　　　　　報告者名：　　　　　　　　　　　
	ファックス又は郵送行動
送付数

	　部


 ※ファックスした機関名（単組、○○評議会、○○部、○○部会等の名称）を記入下さい 

	


別紙３
自治労福岡発2011第0196号
2010年12月22日
全日本自治団体労働組合
　中央執行委員長　　徳　永　秀　昭　様
自治労臨時・非常勤等職員全国協議会
　議　　　　　長　　川　本　富貴子　様
自治労福岡県本部
執行委員長　　小　原　和　敏
　　　（　組織拡大局　）
アミカス嘱託職員ユニオン組合員３名の特別選考試験不合格に対する福岡市市民局長への「抗議及び要請」ファックス又は郵送行動についての協力要請
　連日のご奮闘に敬意を表します。
　さて、「アミカス嘱託職員の更新回数制限撤廃―雇用継続」の闘いは、この１年間有余にわたり、全国の自治労の仲間からも団体署名等の支援をいただき、当該単組及び自治労県本部を挙げて一丸となって取り組み、去る９月28日の福岡市市民局長以下との第９回団体交渉において、市当局が示した「嘱託員のこれまでの福岡市男女共同参画推進センター・アミカスにおける経験や勤務実績を踏まえ、先ず５年の任期満了を迎える者を対象とした、非公募・特別選考を実施する」との回答を組合側も概ね了として大筋妥結することとし、11月24日には、この内容を骨子とした労使の確認書を取り交わしました。
　しかし、11月30日（小論文）、12月５日（面接）に実施された試験の結果は、不当にも受験組合員８名中、３名が不合格となり（12月10日付通知）、組合の期待を大きく裏切ることとなりました。
　この結果に対して、自治労福岡県本部とアミカス嘱託職員ユニオンは、①長くアミカスで働き、これからも働き続けたいと特別選考試験に臨んだ嘱託職員８名中３名を不合格とし雇い止めを行うことは、雇用情勢の厳しい中、失業者として社会に放り出すという非人道的な行為である。②更に、確認書の「これまで福岡市男女共同参画推進センターにおける経験や勤務実績を踏まえ」という文言や、この間の団体交渉の場で、「選考は排除を目的としたものではない」などの市民局長答弁に反した、不誠実かつだまし討ち的行為である。③加えて、不合格者３名のうち２名が長く執行委員長を務めてきた現書記長と執行委員であることから、労働組合を忌避した労働組合潰しの不当なものである。とする基本見解を確認しました。
　同時に当面の対応方針として、直ちに以下の３点を要求し、団体交渉を申し入れることとしました。
①　今回の選考の合否に関わる選考基準及び選考過程を組合に対して全て明らかにすること。
②　不合格者３名に対し、次年度のアミカスにおける嘱託員の職の斡旋を行うこと。
③　アミカスの嘱託員の一般公募については、以上の２点を明確に回答し、組合の合意なしに行わないこと。
　また、当面の取り組みとして、
①　別記の福岡市市民局長宛の「抗議及び要請」ファックス又は郵送行動を集中的に展開する。
②　１月11日（火）に福岡市に対する緊急の第１波抗議・要請行動を行う。（規模200名、時間帯18:30～19:15、福岡市役所玄関前）
③　２月上・中旬に第２波抗議・要請行動を行う。（規模400名、時間帯18:30～19:15、福岡市役所玄関前）
の行動を展開することにしました。

　つきましては、自治労各県本部加盟単組に対して、ファックス又は郵送による福岡市市民局長宛「抗議及び要請」行動にご協力頂きますよう、要請をお願い致します。
＜基本見解＞
①　長くアミカスで働き、これからも働き続けたいと特別選考試験に臨んだ嘱託職員８名中３名を不合格とし雇い止めを行うことは、雇用情勢の厳しい中、失業者として社会に放り出すという非人道的な行為である。
②　確認書の「これまで福岡市男女共同参画推進センターにおける経験や勤務実績を踏まえ」という文言や、この間の団体交渉の場で、「選考は排除を目的としたものではない」などの市民局長答弁に反した、不誠実かつだまし討ち的行為である。
③　不合格者３名のうち２名が長く執行委員長を務めてきた現書記長と執行委員であることから、労働組合を忌避した労働組合潰しの不当なものである。
＜要　求＞ 

①　今回の選考の合否に関わる選考基準及び選考過程を組合に対して全て明らかにすること。
②　不合格者３名に対し、次年度のアミカスにおける嘱託員の職の斡旋を行うこと。
③　アミカスの嘱託員の一般公募については、以上の２点を明確に回答し、組合の合意なしに行わないこと。

以　　上









